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レンタルショップのDBを操作しよう
-表計算でDBっぽくデータを扱おう-
-SQLで本格的にデータ処理-
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これがレンタ
ルショップの
データベース
だって、何か
すごいけど。 さいきん、デー

タベースという
⾔葉をよく聞く
と思います。今
回の授業ではレ
ンタルショップ
のデータベース
をみていきま
しょう。

簡単なのか
複雑なのか、
わからない
ね。
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データの構造化/正規化(1)
元データ

昔は、図書の貸し出しカード
みたいに、一人ひとり紙の
カードにどんなビデオを貸し
出していたか記⼊して管理し
ていました。
これをコンピュータで扱える
ようにします。
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データの構造化/正規化(1)
表で管理/第1正規化

コンピュータで扱えるように、紙のカードを表計算の1⾏ごと
のデータに整理してみました。

ただし、各⾏に顧客名やタイトルなど重複したデータがあり、
例えば、顧客名に変更があった場合、対応する⾏のデータをす
べて変更する必要があります。
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データの構造化/正規化(2)
リレーショナルデータベース/第3正規化

貸出テーブル 商品テーブル顧客テーブル

データの重複が無いように、顧客テーブル、貸出テーブル、商
品テーブルの3つに分けました。

各テーブルは顧客番号、商品番号で対応がつけられるように
なっています。このように構造化されていて、各テーブルの関
係が定義できるデータベースをリレーショナルデータベースと
⾔います。
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テーブルのリレーションシップ
リレーショナルデータベース(RDB)

顧客テーブル、貸出テーブル、商品テー
ブルは上の図のようにキーと呼ばれる
データでそれそれ関連づけらります。3つ
に分けました。この関連付けをリレー
ションシップと呼んでいます。
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データベースの利点

データベースの利点
・データの検索や取り出しなどが操作が簡単に速くで
きる。
・情報/データの重複が無く、また情報の誤りが少なく
なる。
・情報/データの修正・変更などで楽である。
・プログラムとデータを別々に考えることができる。
・複数の人で同時に使用できる。
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RDB操作の概要
貸出テーブル 商品テーブル顧客テーブル

操作 射影 選択 結合

一部の列を
取り出す

条件に合う、⾏(レコード)
を取り出す

共通するキーの値をもとに、
表を合わせる
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表計算でDBっぽくデータを扱おう

用意された表計算のデータを
使ってデータベースの射影、
選択、結合の操作を試してみ
ましょう。
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射影
顧客データの使用

特定の列を削除して表を作ってみよう
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選択
商品データの使用

列の中の条件を指定して⾏を抽出する。
表計算の場合はフィルターを使う
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選択 Googleスプレッドシートの場合
商品データの使用

列を指定して
[フィルタを作成]を指定

フィルターの中から
表示する条件を指定する
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選択 iPad Excelの場合 商品データの使用

列を指定して、[データ][フィルター]
[フィルターボタンを表示]を指定

アイテムを
指定する

[アイテムのフィルター]を指定する
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選択 Excelの場合 商品データの使用

列を指定して、[データ][フィルター]を指定

フィルターボタンから開いて
表示するデータを指定する
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結合
貸出x顧客の使用

表計算ソフトではVLOOKUP関数を使用すると
別の表の対応するデータを持ってくることがで
きます、
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SQLによるRDB操作の概要

結果

射影・選択・結合

RDB

データベース管理システム
(DBMS)

SQL
構造化
問い合わせ
⾔語

表計算でもテーブルの操作はできますが、結合
などなかなか大変です。
RDBはデータベース管理システムで管理されて
いてSQLを使用すると簡単に操作できます。
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SQLの演習環境
検索sAccess
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演習のSQLで指定するもの

テーブル名: 貸出データ、商品データ、顧客データ
フィールド名: 貸出番号、顧客番号、貸出月、貸出日、商品番号

商品番号、種別、種類、分野、タイトル
顧客番号、顧客名、性別、会員種別、住所
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射影: select文

* の使用: テーブルのすべてのフィールドの内容を取り出す。

フィールドの指定: テーブルから指定したフィールドの内容を取り出す。
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選択: select 〜 where 〜文

分野が’恋愛のレコードを取り出す

where フィールド名 like ‘文字列’: 
指定したフィールドで指定した文字列に一致したレコードの内容を
取り出す。

貸出月が1のレコードを取り出す

where フィールド名 = 数値: 
指定したフィールドの値が数値と等しいレコードの内容を取り出す
。(他に > < など指定ができる)



20

選択: select 〜 inner join 〜 on 文

貸出データに顧客番号が一致する顧客データのフィールド内容を追
加する。

inner join テーブル名 on 条件: 
テーブルに対して、指定したテーブルの条件が一致するレコードの
フィールドを追加したレコードを取り出す。

select * from 貸出データ inner join 顧客データ
on 貸出データ.顧客番号=顧客データ.顧客番号
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補足: count(), ave(),sum(), max(), min()

count(), ave(),sum(), max(), min() : 
表計算の関数のように指定したフィールドの数、平均、合計、最大値、
最小値を計算することができる。

顧客データの中で性別が男性のレコードの数を表示する。
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演習課題01
顧客テーブルから、住所が東京都の人の顧客名、性別、
住所をとりだす。

演習課題02
1月と2月を合わせた貸出件数を求める。
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演習課題03
貸出テーブルと商品テーブルから、顧客番号とタイトル
をとりだす。

演習課題04
貸出テーブルと商品テーブルから”キッズ”の
貸し出し件数を求める


